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日
吉

且
財
絞
改
革
め
巾
め
貧
㈲

労
働
＠
社
会
保
叫
号
灯
驚
羅
る

ブ

ー
上

フ
六

百

竹

二
労
守

ツ

玉

眼

∴

叩
也

四

ヤ

ノ
ホ

ン
ウ
△

・羂

大

仁

匸

匸

⑤
万
口

万

☆

仰

】
匸

万

万

虫

百

ニ

ガ
、
つ
月

川
口

、
宋

示
ｌ
四
公
卜
川
卜
婦
全
佰
▽

フ
サ

ド
匸
開
催
コ

ト
財
政
改
千

万
韭
廿
巾
、
言

三
万

拡
人

才
几

〈

白

題
上

な
气

女
性

①
貧
閑

化
万
深
刻
化
匸

几
卜
る
。
シ
レ
言
ジ
ウ
△
て

は

、
林
陽
了
（

介
エ

ト

弋
巾
町
胚

几
（
口

）
、
人

仁

汽
筒
（
氷

大
教
授
二

五
）柏
行
三

犬
（
鞭
議

へ
（

丁

）
亡

人
心
が
二

七
九
七

九
万

守
門
分

野
か
ら
問
題
捉
匸
。
リ

ロ
し

ガ
毋

め
ら

九
て

卜
る
労
言
、
社
会
崕
障

シ
ス
テ
ム

を
卜
Ｊ

フ
ル
匸

見
据
え
、
あ
る

べ
Ａ
最

革
犬
方
向
几

七
川
韭

ビ
探

っ
匸

人
こい
さ
ん

は
、
経
済

①
グ

ロ
ー
バ
ル
化

う
ち
と
で
二
万

心
四

仕
組
み
匸

あ
る
社
会
憚

眸

が
、
『
社

会
的
排
除
』
を

生
み
出
す

装
置
と
べ

っ
て

卜

斤

と
指
痼

。
ベ
ス
ト

判

労
聯

①
士
正

期
化

、
労
㈲
賞

川

の

減

少

な

ど

を

例

七

挙シ ン ポ ジ ウ ム で

卞

卜
に
べ
Ｇ
Ｏ
忿
員

を

望
ま
れ
る
積
極
的
推
進
態
勢

国

連
甘
了

左
別
撤
廃
条
約

実

施

の

進

捗

状

況
匚

つ

卜

匸

、
女
子

産
別
撤
廃
委
員
会

言

Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｗ

）
匸

加
出
す

る
第
Ｇ

次
口

本
レ

ポ
ー
ト

作

成
匸

向
け
匸
の

作
業
が
進
廿

①
、
口

本
女

性
差
川

撤
崕
条

約
Ｘ
Ｇ
Ｏ
ネ

ヨ
ト

ワ

ー

ク

了

Ｎ
Ｘ
匸

は
、
２

月
2
8．

日

、
第
っ
白

日

四
言

匸

父
渉

を
行

っ
七

。
（
於

ダ
参
議
院

（

白

）

ｊ
・Ｘ
Ｘ
Ｃ

は
二

大
四

会
川

号

イ
生
別
言

廃
委
員
会

言

Ｏ
Ｏ
・こ

年
）
Ｏ
口

本
レ

六
ｊ

卜
審
議
匚
際
し

、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

几
口
行
言
を
す
る
た

め
匸

結

成

さ

九

七

ネ

ッ

ト
ワ

ー

ク

言

０

０
コ

年
に
月

発
足
）
。

現
在
、
囗
本
の

第
才
次
、
第

５
次
レ

ポ
ー
ト
子
守

議
、
Ｃ

Ｅ
Ｄ

Λ
Ｗ

が
出
し
七
二

岫
終

「
一
ノ
レ
ト
」

①
フ

ォ
ロ
土

ソ

ッ

プ
言
言

と
囲

開
。
二

九
圭

二

」
、
内
則
府
匚
レ

言
Ｉ
ト

匸
言
り
込

匸

べ
⑤
瑣
囗
匸

㈲

す
る
要
示
か
三

付

、
三

‐
９

捉

出
、
仁
庁
交
渉
壮
士

を
行
っ

ニ

ユ

」
卜
る

。

今
川
は

、
Λ

Ξ

⑤

ゾ

ゾ

を 圓 く二今ナ匚

' べＱ ､ -

な 告 佶 で几 剣

ニ

ン
フ

ニ

大

計

、
足

竹

川

尨

択

廠

心

卜

广

ズ
俚

七

匸

寸

乙

⑤

勹

、

雌

卜

匸

匸

个

友

ｙ
　
　
　

Ｓ

言

昨

九

訴

に

㈹

門

心

几
匸

匸

勹
兄

匸

画

⊇

い
じ

め

☆

大
川

六

白

匸

八
寸

石

川

匸

仁
閇

係

言

匸

口

㈹

亡

、

牡
言

言

ニ
ド

答

が

幃

ら

れ

な

い

も

の

匚

つ

二

匸
は

、

後

口

文

方

し

ょ

っ

て
『
大
答

す

る

よ

う

毋

め

仁

円

本

レ

士

Ｉ

ト

の

中

言

气

マ

イ

ン

ツ

不

ハ

ス
仲

①

状

川
に
こ

つ

卜

匸

記

廠

寸

白
上

う

、

前

回

①

レ

ポ

ー

ト

審
（

卜

匸

指

俯

六
八

匸

卜

る

。

Ｘ

Ｇ

Ｏ

側

け

匸

こ
①

上

う

べ

耿

し
リ

糺

み

午

匸

匸

卜

る

①

女

土

訖

、

∩

小

占

七

万

対

謡

な

ど

七

つ

卜

匸

七

三

几

卜

る

白

ビ

皿

卜

卜
に
。

内

凶

付

言

几
　

「

今

匸

の

尚

卜

片

白

Ｔ

匸

以

り

卜

け

て

ト

ヤ

砲

ば

七

心

二

八

匸

」

上

行

几
べ

牛

レ

气
　

回

片

水

部

万

四

久

什

七

限

匸

二

大

介

ば

仁

子

＞

匸
］’一
。」
）‐
‐Ｊ
、

対

言
叩

ノ
ト
匸

匸

二

三
川
川

一

回
匸
、
パ

し
い
け
二

白
つ
少

レ

ヅ
ソ

ソ
匸

言

言

か
しこ
し

］

ト

ノ
乂
捗
中

了
厂

に
フ

ー
グ

①
ノ
ン
（

ま

言
こ
う
い

、
町

・

百
万

。
叫
女
几
り

言

川
言

玉

言
雌
言
几
脂
る
内

ぼ
☆

七
対

し

土

工

皿
進

①
匸
め
、
韭

巾
卜

大
地
言
公
八
川

⑤
七
対

し

气

佰
圉

⑤
二

言
言
ソ

ブ

匸

ヤ
匸

卜

】
言
輿
⑤
八
人一
廿

う

言

卜

几

け
、
温
伴
さ

九
匸
Λ
几

は

ず

の
「
男
性
侫

ぎ
士

響

几

自
秒

①
増
加

を
考
訂

は
排
除

心

打

匸

八
八

の

气

と

卜

う
。
〔
出
番

を
ソ

几
ら
五

な

匸

〕
と
が
、
長
期

的
匸
四

足

化
ず
る
匸
と

が
問
題

。
誰
で

气

出
番
あ
る
社
「
七

な
け

れ
ば
」
と
卜

う
。

中
野
さ
ん
气
　

「
労
働
の

韭
界
で

も
排
除
の
論

理
が
強

化
さ
れ
て

い
る

」
と

詰
す
。

壮
正
期
化
と
隴
哭

主
義
匚
よ

ブ
Ｌ
、
「
勝
ち
組
み
≒

犒
け

七

ニ

ト

】
う
し

っ
回

心
匸

べ

る
四

万
と
し

ス

ズ

个
ヘ
レ

川
鴃

方
戸

千
万
白
川
渋
川

言
匸

子
胤

匸

匸

⑤
子

心
叫

ゲ
門
燃

爪
匚
圉
土
め
テ
ケ
ツ

谷

才

示

、
打
続

ヅ
サ

辷

」

壮

十
囗

指
す
午
Ｉ
フ

ー
ド
こ

と
卜
う
。

姉
さ
ん
は

、
尚

士

气

汗

別
や
言
句
言

作

】
向
け
九
圃

匸

と

が

凹

尨

卜

均

不

法

改

正
　

際

的

な

耿

則

み

①

削

点

匸

’二

一
一
一
一
三

二

二

．
一
＝
　

．・
］匸

．
二

三

‐‐
一

’
二

一

しり｢ 口

卜

…

…

．

’
‘
｛

一

卜

匸

．

｝

卜

卜

．

？
－

丶

－

亅
　
　

ｙ
ｌ
　
　

丶

Ｉ

／
－
／

八

言

三

白

匸

人

‥
≫

ト

ブ

‥・
｀
・
】
…
…

・

、
、

い
・
・一
二

ｉ
ｉ
ｌ

―
Ｊ

－
－

－

―

゛

ｒ
ｌ

’－

・

－

ｙ
　
　

／

勹

匸

ゾ

ソ

士

ヤ

…
…

．
’
う

・
‐
．

・

几

‘ ．
‥ 一
｛

二

八

万
レ

ー
、

厂

上

卜

三

一
…

…

．

づ

ゝ．
’
‥
こ
い

ヽ
Ｉ

ノ

ー

ニ

．

寸

、

．

’

ノ

．

・

こ

、

①

ソ

匸
　

卜

二

号

Ｅ
‐

し

こ

・
・

佰

Ｉ

匸

厂

ノ

了

厂

Ｌ

へ

に

．

卜

余

半

犬

匸

す

○

勹

一

六

二

つ

匸

斗

卜

言

」

○

卜

ご

人

二

・
、

口

七

千

八

白

介

入

よ

⊃

／

―
ｌ
ｉ
　
　

ｊ

／

、
／

―

ノ

ー

ノ

’
．

；

ｙ

Ｔ

。

匸

．

飛

…

…
｛

’
．－

㈲

し

べ

∩

千

了

‐
Ｆ

Ｉ
　

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｉ－

ｙ゙

ｌ

ｆ
／
　

一

一

一

ヶ

○

二

八

二

千

べ

し

几

ノ

フ

广

卜

言

卜

弓

八

匸

ト
　

ゲ

寸

皿

ド

勹

几

①

①

勹

厂

匸

心

ノ

ケ

る

匸

广

べ

士

別

や

∧

百

七

勹

卜

二

三

元

し

、

ブ

匸

二

言

匸

千

千

白

土

．ｌ
ｊ

う

ら

ゴ

ー
ト
り

ナ

．
卜

ｊ

χ
Ｉ
ノ

．
リ

’
、
‘
．
．

．
．に

Ｉ
Ｘ
Ｉ

。
ｊ

抖
　

り

俚

う

少

ク

ブ

怙

尸

痼

友

半

ソ

ヘ

リ

ブ

ブ

ド

匸

卜

一
一

一
一
　

二

匸
　

一

匸

‐‐‐

Ｃ

Ｅ
Ｄ

Ａ
Ｗ
会
期

は
３

回

に

国
連
機
構
改
革
の
影
響
も

「
第
0
0回
国
連
総
会

報
告

白

玉

催
・
国
辿
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・川

内
婦
人
が
白
会
」

が
、
２
月

白
口

、
嬋
言

余
耶

貧

」予

組
み
」
言
分
け
心
打

格
年
礼

’
代
々
木
）
匸
開
か
牡
仁

工

会
が
生
王
九
七
。
格
差
社
会

長

報

告

会

は
、
１
９
・
５
了

壮
、
少
子
化
、
川
家
・
社
会
　
年
、
罔
雪

回

谷

国
連
代
入

保
障
を
破
綻
さ
せ
る
と
ち

。

い

圭
、
非
正
期
雇
用
は

、
女

―

、
1
1

 ―
I 
4
-
^
｡

＼一占

Ｌ

４
　

一ノ
．

ｊ
づＪ
Ｆ
か
　

イ

し
つ
イ

よ

ぐ
Ｉ

｝
丶
Ｊ
’

性

の
2
5

歳

倉

恆

叩

心
の

闘

で

肩

巾

し

匸

以

来

、

毎

≒

、

欠

岾

尹

な

仲

び

を

示

し

匸

’
か

亡

ず

㈲

胖

右

九

匸

卜

る

。

し

円

心
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の

ダ
ン

パ
ー
を

推
薦
、
代
表
代
理
と
し
匸

送

.

.
I
I

 
>

、
／
爿｜

’ｊＩ

♂
　
ノ
　

ゝ
　

］
ｙ
。
－

｀
ｌｒ－

イ

ー

 ̂＼
 
'

一

石

。

「
ビ

九

泉

社
（

仁

言

二

三
四

代

表

代

埋

け

、

都教委は強制教育止めて！

人
谷す る 会 の 人 た ち告 発告 訴匸 申 し:倥て を 万于う検 察 審 告 会

検察審参会に申し立て

順 行をもっと『|面 白伴護者ら訴え

水

球
邪

竹

が
聯

っ
一
〇

〇

ス

不

卵

川

七

出

し

匸

仲

言

ビ

二

万

八

八

土

代

」

⊃

㈹

⑤
り

彭
白

石

几

ガ

、
以

水

、

批
判

七

心

リ

づ
⑤

さ

ブ

、
つ
一

川

罔
口

匸

は

、

公

ゲ
寸

卜
（

千

一
、

仲

川

指

耳

子
⑤

八
寸

万

土

ノ
求

七

言

言

卜

言

牡

牛

片
二
九

卜
匸
、

士

白

余

寸

公

⊃

七
仏

少

广
匸

ソ

匸

ペ
巾

、

卜

力
几

・

り

白
公

ゲ
ロ

七

戸

匸

ト

ゾ

白
1
9
 
1

不

乱
仰
①

川
言

卜
八

☆

で
川

山

岫
匸

十
」
毋

匸

匸

卜

匸

△

厂

①

几

ニ

ノ
ノ
代

一

万

白

白

‥
子
二

千

工

員

十

万

へ
⊃

六

千

言
G

千

介

人

口

で

个
比

訴

逖

分

工

心

尚
匸

辷

白

土

地

回

七

対

し

、

さ

………
一

七

尚

千

叩

①

个

子
匸

つ

報 告 す る 大 谷 さ ん

一 一 一 一 -

丈

仁

斤

「
甘

言

に
」

日

本

法

律

家

協
（

回

言

説

）

さ

ん

。

第

㈲

川

総

言

卜

山

儿

①

組

織

改

革

を

言

ん

汀

も

①

几

制

ぽ

改

革

か

進

め

ら

九

匸

卜

る

。

毋

岬
ひ

と

つ
へ

∧

摧

委

貝
〈
Ｖ

三

革

し

訖

人

序

俚

当

会

の

膕

設

言

牡

る

二

九

に
こ

つ
仁

且
（

言

人

道

ｙ

乂
恆

回

収

を

纈

う

第
Ｂ

今

回
【

白

、

り
】
０

０
一‐
Ｊ
年
1
.
0月

・
ぷ
囗
か

ら
口

冂
叩
日
匸

開
か

七

卜

剛
本
万
決
廠
万
万

呆

さ
九
㈲
本
少
採
匸

、
川

本
吐

無
投
白

土

休
土
さ
且

仁

子

の

巾
出
ひ

七
つ
か
、
Ｌ

ベ

ー

一
　

二

二

六
白

、
コ

バ

匸
口

匸

↓
弓

言

偸
万

万

介

白
二

匂

出
し

白

七

倉
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予
防
へ
の
正
し
い
理
解
を

詣

日
本
広
告
制
作
協
会
主
催
「
ク
リ
ボ
ーマ
展
」

社
団

法
人
日
本
広
告
制
作

協
会
（
Ｏ
Ａ
Ｃ

）
主
催
、
国

連
児
童
基
金
（
ユ

ニ
セ
フ
）

共
催
の
、
ク
リ

ボ
ラ
展
『
世

界
の
子
ど
も
た
ち
を
守
れ
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ

ズ

か

ら

守

れ
。
』
が
渋
谷
の
Ｕ
Ｎ
（

ウ
ス

で
3
0日
ま
で

催
さ
れ
る
。「
ク

リ

ボ
ラ
」
と
は

、
ク
リ

エ
イ

テ

ィ
ブ
パ
ワ

ー
を
生
か
し

た入 選 作 品 を 前 に

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動

を
表
わ

し
た
造
語
。

１

日
に
行
わ
れ
た
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で

、
Ｏ

Ａ
Ｃ

・
服

部

邦

繁

理

事

長

は
、

「
Ｏ
Ａ

Ｃ
は
正
会

員
社

１
０
８

社
、
賛
助
会

員
社
8
2

社
、
正
会
員
ク
リ
エ
イ

タ
ー

５
０
０
０

名
。
こ
の
コ
ミ

ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
と
ク
リ
エ

イ
テ

ィ

ブ
カ
の
あ
る
Ｏ
Ａ
Ｃ

の
パ
ワ

ー
を
、

営
利
目

的
で

は
な
く
社
会
貢
献
に

生
か
せ

な
い
か
？

」
と
２
年

前
か
ら

検
討
し
て
い
た
中

、
ユ

ニ
セ

フ

の
同
名
の
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン

を
知

っ
た
。

「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ

イ
ズ
に
よ
り
世
界
の
子

ど
も

た
ち
が
置
か
れ
て
い
る

状
況

を
、
作
品
を
通
し
て
日

本
の

人
々
に
訴
え
て
い
き
た
い
」
。

ユ
ニ
セ
フ
は

「
子
ど

も
と

で
ス
ま
ウ
日

八

Ｏ
Ｎ
３
Ｕ

エ

イ

ズ

世

界
キ

ャ
ン

ペ

ー

ン

」
を
全
世
界
で

展

開
中

。

ユ

ニ
セ
フ
東
京
事
務
所
・

高

橋
伸
子
所
長
代
理
は

、
こ
れ

ま
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ

ズ
は
大

人
の

問

題

と

さ

れ
て

き
た

が
、
２
０
０

３
年
の
統
計
で

は

、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

／
エ
イ

ズ
と
関

連
の

病
気
で
1
5
歳
未
満
の
子

ど
も
が
１

分
間
に
１

人
死
亡

し

、
毎
日
６
０
０
０

人
（
1
5

～
2
4
歳
）
以

上
が
新
た
に
感

染
。
エ
イ
ズ
孤
児
は
１
６
０

０
万

人
と
、
現
状
は
子
ど
も

の

問
題

で

あ

る

事

を

力

説

し

、
「
予
防
に
は
、
情
報
と

正
し
い

理
解
に
よ
っ
て
差
別

・
偏
見
を
無
く
す
こ

と
」
、そ

の

役
割
を
ク
リ
ポ
ラ

展
に
期

待
し
た
い

と
述

べ
た
。

お

祝
い

に
駆
け
つ
け
た
ア

ク
ネ
ス

ー
チ

ャ
ン

日
本
ユ
ニ

セ
フ

協
会
大
使
は

「
子
ど
も

を
救
う
に

は
、
大
人
が
関
心

を
持
つ
こ

と
」
、
丸
山
和
也
弁

護
士

は
「
協
力
を
し
よ
う
と

す
る

人
々
の

真
心
を
集
め
る

こ
と
で

、
防
ぐ
こ

と
が
出
来

る
」
、
タ
レ
ン
ト

の
松
村
邦
洋

さ
ん

は
「
世
界
か
ら
エ
イ

ズ

と

い

う

言

葉

を

撲

滅

し

よ

う
」

と
挨
拶
。

続
い
て

入
賞
作
品
の
表
彰

が
行

わ
れ
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク

作
品
7
3
点
、
イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ
作
品
1
2点
、
計
8
5点
の

中
か
ら
９

点
が
選
ば
れ
た
。

入

選
外

作
品
も
訴

求
力
の
あ

る

も
の

ば
か
り
で

、
観
て

、

感
じ
て

、
伝
え
て

欲
し

い
と

い

う
思

い

が
滲

み

出
て

い

る

。
東

京

展
の

あ

と

名

古

屋

、大

阪
、
仙
台
展

も
予
定
。

ク
ーフ
ボ
ラ
展

３
月
3
0
ま
で
且
～
1
6
時

Ｕ
Ｎ
（

ウ
ス
（
国

連
大
学
本

部
ビ
ル

）
２
Ｆ
（
Ｊ
Ｒ

・
渋

谷
駅
／
地
・
表
参
道
各
1
0分
）

自
然
塩
の
源
流
に
つ
い
て
の

Ｑ
へ
の
答
え
（
つ
づ
き
）

運
動
の
メ
ン
バ
ー
で

会
社

を
作
り

ま
し

た

が
、
メ
ン
バ
ー
に
は
塩

つ
く
り
の
経
験
者
は

Ｉ

人

も
い

ま
せ

ん
で

し

た
。
と
り
あ
え
ず
伯
方

島
の
塩
業
組
合
の
建
物

を
借
り
（
こ
こ
に
は
平

釜
も

残
っ
て

い
ま

し

た
）
生
産
を
始
め
ま
し

た
。
丸
本
執
正
（
現
・

伯
方
塩
業
社
長
）
が
工

場
に
行
く
こ
と
に
な
り

圭
し
た
。
丸
本
は
有
機

農
業
を
し
て
い
た
晨
業

者
で
、
塩
を
つ
く
る
の

は
生
ま
れ
て
初
め
て

。

伯
方
島
の
塩
作
り
の
経

験
者
に
聞
き
な
が
ら
の

る
こ

と

が
で

き

ま
し

た
。
私

た
ち

が

目
指
し

た
の
は

、
塩

田
の

塩
の

最
後
の

時

期
、「
流

下

式
枝

条
架
方

式
」
で

つ
く

ら

れ
て

い

た
塩
で

す

。

海
水
に

含
ま

れ
る

塩
分
は

約
３
％

し

か
あ
り

ま
せ
ん

。

煮

詰
め
て

塩
を
つ

く
る

｢流下式枝条架方式｣の塩を目指して

の
は
莫
大
な
燃
料
が
い

り
ま
す
。
煮
詰
め
た
だ

ら

す
」
エ

夫
も
い
り

圭

す

。
燃

料
を

少
な
く
（
安

く
）

お
い
し

い
塩

を
つ

く

る
た
め
に

、
江

戸
時

代
頃

か
ら

塩
田

が
さ
か

ん
に

な
り

、
塩
田

づ
く

り
に

気
候

が
適
し

た
瀬

戸
内

海
が

塩
所
に

な
り

ま
し

た
。

流
下
式

（
枝

条

架
併
用
）

塩
田

は
、

こ
の

最
も
改

良
さ

れ
た

形

式
で

、
人

手
も

少
な

く

す
み
、
ニ

ガ
リ

成
分

を
１

～
２

％

含
み

、
健

塩
作
り
で
す
。
「
こ
こ
で
挫

け
た
ら
今
ま
で
の
苦
労
が
水

の
泡
に
な
る
」
と
自
ら
を
奮

い
立
た
せ
な
が
ら
塩
作
り
を

始
め
ま
し
た
。
出
来
た
ば
か

り
の
会
社
に
は
金
が
な
く
、

社
員
の
内
、
運
動
の
メ
ン
バ

ー
は
無
給
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
し
た
。

塩
を
と
か
す
水
に
は
、
海

に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
井
戸

の
水
を
使
い
ま
し
た
。
こ
の

方
法
で
「
よ
い
塩
」
を
つ
く

日
（
占

、
1
9日

言

）
の
２

日
間
、
1
0
時
か
ら
1
6
時
Ｎ
Ｈ

Ｋ

放
送
セ
ン

タ
ー
、
代
々
木

公
園
並
木
通
り
で

開
か
れ
る

（
渋
谷
駅
1
0分
）
。

こ
の
フ

ェ
イ
ス
テ

ィ
バ
ル

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

が
Ｊ
Ａ

全
中
、

Ｊ

Ｆ
全
漁

連
、
大
日

本
水
産

会
と
実
行

委
を
組
織
し

、
地

元
の
自
治

体
・
生
産
者
団
体

・
新

聞

社

な

ど

と

協

力

し

て

、
こ
の
工

年
間
、
全
国
5
4

力

所

で

取

り

組

ん

で

き

た

「
ふ
る

さ
と
の

食
　

に
っ
ぼ

ん
の
食
」
の

集
大
成
の
イ
ベ

ン
ト
。
全

国
の

「
ふ

る
さ
と

康
に

よ
く

お
い
し
い

塩
で

し

た

。（
回

答
・
伯

方
塩
業

株
式

会

社
）

提伯方塩業株式会社

食
」
を

一
堂
に

集
め
る
こ

と

で

「
に

っ
ぼ
ん
の

食
」
の
豊

か
さ
と
大
切

さ
を
全
国
に
発

信
す
る
の

が
目
的
。

会
場
で
は

、
ふ

る
さ
と
の

食
を

「
体
験

す
る
」（
農
業
・

酪
農

・
漁
業
）
、
「
食
べ
る
」

（
大
鍋

実
演
、
ふ
る

さ
と
の

味
で
も
て

な
し

）
、
「
買
う
」

（
各
地
の

食
材
、
名
産
、
特

産
品
販

売
）

な
ど
。

ま
た

、
３

月
1
8日
1
0
時
0
5

分
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
テ
レ

ビ

で
生
放

送
を
行

う
。

問
い

合
わ
せ

…
同
事
務
局

雪
0
3・
５
４
５
５
・
４
２
８
３

３

月
1
1

日

出

一

◆

ウ

ィ
ズ
せ

っ
つ
フ

ェ
ス

タ

２
０
０

６

９

時
　
1
2
日

㈲
と
も
　

男

女

共

同
参
画
セ

ン

タ
ー

・
ウ
ィ

ズ

せ

っ
つ
　

‥１１
日

凵

「
手

作
り
シ

ョ

ッ

プ
＆
フ

リ

ー
マ

ー

ケ

″

卜
」
、
「
ご
ち
ゃ

ま
ぜ
ラ

イ
ブ
ナ

チ

ュ

ラ

ル

Ｇ
Ｏ
Ｇ

Ｏ

え
～
感

ね

ん

’
・
」

辻

イ

ト

子

（

タ
レ

ン

ト

、

み

か

ん

山

プ

ロ

ダ

ク

シ

ョ

ン

代

表

）

ほ

か
　

問

合

せ

…

同

所

啻

０

７

２

・
６

３

５

・

１

４

０

７◆

楽

し

く

一

生

懸

命

！

大

人

の

牛

ヤ
リ

ア

の

つ

く

り

方
－

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

1
3 時
　

女

性

と

仕

事

の

未

来

館

（
Ｊ

Ｒ

・

田

町

駅

３

分

）

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

・

河

野

純

子

（
㈱

リ

ク

ル

ー

ト
　

と

ら

ば

１

ゆ

編

集

部

編

集

長

）
、
パ

ネ

ラ

ー

・

上

野

貴

子

（
㈱

デ
ル

フ

。

ス
　

マ

ー

ケ

テ

″
ン

グ

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

局

局

長

）
、
福

田

積

子

（

住

友

ス

リ

ー

エ

ム

㈱

人

事

支

援

部

マ

ネ

ー

ジ

ャ

ー

）
、
村

上

利

栄

（

ゴ

ー
ル

ド

マ

ン

サ

″
ク

ス

証

券

会

社

投

資

銀

行

部

門

マ

ネ

ー

ジ

ン

ク

ー
デ

ィ

レ

ク

タ

士

１

０

５

０

円
5
0

大
　

間

合

サ

・
同

館

昔
0
3
・

５

４

４

４

・

4
1
5
1

◆

京

ガ

ス

男

女

賃

金

差

別

裁

判
　

勝

利

和

解

報

告

集

会
－

改

め

て

、

同

一

価

値

労

働

同

一

賃

金

を

問

う

1
3 時
3
0
分
　

エ

ル

お

お

さ

か

一
‥一一
Ｆ

（
地

・

天

満

橋

駅

西

へ

３

０

０

が

）
　

森

ま

す

美

（
昭

和

女

子

大

教

授

）
　

主

催
・
・・
き

り

の

会
　

連

絡
・
亠

＆

陬
0
6
・

６

３

５

４

・
２

２

７

０

◆

辺

野

古

・

平

澤

・

東

京

を

結

ぶ

３

・

‥囗
行

動

ヘ

ー
。

皿

時

上

野

水

上

音

楽

堂

（

地

・

湯

島

駅

２

分

）
　

ア

ピ

ー
ル

、

デ
モ

パ

レ

ー

ド

、

コ

ン

サ

ー

ト
　

ー

０

０

０

円

（
高

校

生

以

下

５

０

０

円

）
　

主

催
・
：

実

行

委
　

呼

び

か

け
：

命

ど

う

宝

ネ

″
ト

ワ

ー

ク

・
日

韓

ネ

ヨ

ト
｛
Ｊ
＆

甌

㈲

・
５

９

７

４

・
１

３

３

３

◆

日

曜

ク

ラ

ブ

懇

談

会

1
4 時
　

日

本

出

版

ク
ラ

ブ

会

館

（

飯

田

橋

駅

下

車

）
　
　

「
女

性

と

政

治

」

関

千

枝

子

（

女

性

ニ

ュ

ー

ス

総

合

企

画

室

長

）

１

５

０

０

円
　

主

催

・

問

合

せ

・・
・
同

ク

ラ

ブ
｛
一一
0
3
・
３

２

０

３

・
９

７

８

２

◆

ド

メ

ス

テ

ィ

ッ

ク

ー
バ

イ

オ
レ

ン

ス

と

教

会

1
5 時
3
0
分
　

日

本

聖

書

神

学

校

（
Ｊ

Ｒ

・

目

白

駅

８

分

）

高

橋

克

樹

、

一

色

義

子
　

７

０

０

円

問

合

せ
・
・
白

本

フ

ェ
ミ

ニ

ス

ト

神

学

・

宣

教

セ

ン

タ

ー

｛
J
0
3
・
３

９

２

２

・
３

２

１

４

３

月
1
4

日

罔

◆

「
脳

死

」

を

人

の

死

と

す

る

『
臓

器

移

植

法

』

改

悪

を

考

え

る

緊

急

院

内

集

会

1 5

時
　

衆

議

院

第

一

議

員

会

館

（

地

・

国

会

議

事

堂

前

駅

２

分

）
　
　

「

交

通

犯

罪

被

害

者

の

立

場

か

ら

『
－

幽

死

を

人

の

死

と

す

る

こ

と

の

問

題

点

』

駒

井

由

美

（

全

国

交

通

事

故

遺

族

の

会

）
、

「

こ

れ

ま

で

行

わ

れ

た

脳

死

・

臓

器

移

植

の

問

題

点

」

利

光

恵

子

（

脳

死

・

臓

器

移

植

に

反

対

す

る

関

西

市

民

の

会

）

ほ

か
　

主

催

・
：

「

臓

器

移

植

法

」

改

悪

に

反

対

す

る

市

民

ネ

″

ト

ワ

ー

ク

｛
J
0
3

・

５

１

５

５

・

４

７

６

５

３

月
1
5

日

吉

◆

労

働

者

向

け

セ

ミ

ナ

ー

「

も

っ

と

知

ろ

う

、

労

働

組

合

～

そ

の

役

割

と

課

題

を

考

え

よ

う

」1 8

時
3
0

分
　
1
7

日

洫

、
2
4

日

匳

と

も

全

３

回
　

東

京

都

労

働

相

談

情

報

セ

ン

タ

ー

池

袋

事

務

所

（

地

・

東

池

袋

駅

２

番

出

口

５

分

）
　

飯

田

勝

泰

（

Ｎ

Ｐ

Ｏ

墓

只

労

働

安

全

衛

生

セ

ン

タ

ー

事

務

局

長

）
、
中

村

圭

介

（

東

大

教

授

）
、
木

下

武

男

（

昭

和

女

子

大

）
　

１

０

０

人

無

料

申

込

み

・

主

催

・
・
・
同

流

。
0
3
・

５

９

５

４

・

６

５

０

５

ヨ

ビ

諂

一

◆

婚

外

子

差

別

謝

罪

と

賠

償

裁

判1 3

時
3
0

分
　

東

京

地

裁

７

０

５

法

廷

（

地

・

霞

ヶ

関

Ａ

Ｉ

出

口

）

国

、

千

代

田

区

、

大

阪

市

、

福

岡

市

を

提

訴

。

口

頭

弁

論

、

連

絡

・
：

支

援

す

る

会

ｈ
t
tｐ

　
:
　

／
　
／
　
ｈ
ａ

ｎ

ｓ
ａ

ｂ
ｅ
t
ｓ
ｕ

　
.

ｂ

ｌｏ

ｇ

　
７
.
ｆ
ｏ

　
２
.
ｃ
ｏ

ｍ

／

◆

第
8
4

回

い

じ

め

の

体

験

を

語

る

集

い

1 9

時
　

多

摩

交

流

セ

ン

タ

ー

（

京

王

・

府

中

駅

３

分

）
　

体

験

談

、

交

流

・

情

報

交

換
　

初

参

加

無

料

要

予

約

主

催

＝
・

大

人

・

子

ど

も

の

い

じ

め

問

題

を

素

人

の

目

か

ら

語

る

会
　

連

絡

・
・
合

０

９

０

・

９

１

３

３

・

０

５

６

５

川

井

◆

結

婚

の

意

味

を

問

う

継

続

討

論

第
4
7
7
回

1 9

時
　

豊

島

勤

労

福

祉

会

館

（

池

袋

駅

西

口

７

分

）
　

テ

ー

マ

「

誰

が

産

ん

で

く

れ

っ

て

た

の

ん

だ

」

と

は

言

わ

せ

な

い

自

信

が

お

あ

り

で

親

に

な

っ

た

ん

だ

よ

ネ

、

あ

な

た

…
　

無

料

連

絡

＝
・
討

論

会

事

務

局

日
0
3

・

３

３

５

４

・

２

５

４

３

藤

村

加

古

倒

一

◆

イ

ラ

ク

戦

争

開

戦

３

年

抗

代 領 議

終
わ
ら
せ
よ
う
イ
ラ
ク
占

終
わ
ら
せ
よ
う
戦
争
の
時

1
3
時
3
0
分
　

恵

示
・

日

比

谷

野

外

音

楽

堂
　

主

催

…

ワ

ー

ル

ド

ー
ピ

ー

ス

ー
ナ

ウ

◆

ｗ

ａ

ｍ

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

「
韓

国

民

主

化

運

動

を

支

援

し

、

何

を

学

ん

だ

の

か

Ｉ

」

1
3 時
3
0
分
　

キ

リ

ス

ト

教

会

館
６

Ａ

Ｂ

（

地

・
早

稲

田

駅

５

分

）
　

基

調

講

演
・
・・
朴

炯

圭
（

牧

師

）
、
パ

ネ

リ

ス

ト
・：

東

海

林

勤

（

牧

師

）
、
富

山

妙

子

（

画

家

）
、

東
海

林
路

得
子
（

女
た
ち
戦

争

と
平

和
人

権
基
金
理

事
長
）
、
司

会

・
池
田
恵

理
子

（
ｗ
ａ
ｍ

運

営
委

員
長
）
　

１
０
０
０

円

主
催

＝
・
ｗ

ａ

瓜
J
0
3・
３

２
０

２

・
４

６
３
３

◆

ス
ー

ダ
ン
に

お
け
る
Ｆ
Ｇ

Ｍ

（
女
性
性
器

切

除
）

へ
の

人

び
と

の
意
識
－

ア

ン

ケ
ー
ト
と

イ
ン

タ

ビ
ュ
ー
か
ら

読
み
解

く

Ｆ
Ｇ
Ｍ

８

時
3
0
分
　

江
東
区

教
育
セ

ン
タ

ー
第
１

研
修
室

（
地

・
東

陽
町

駅
２

出
口
３

分
）
　

長

島

美
紀

（
早

大
助
手
）
　

５
０
０

円
　

問
合
せ
・：
Ｆ
Ｇ
Ｍ

廃
絶

を

支
援

す
る

女
た
ち
の

会

昔
0
3・

３
７
６

０

・
６
６

４
１

（
毎

火

曜
日
1
4
時
～
1
6
時
）

◆

の

び
や
か
に
6
0
年
　

そ
し

て

わ
た
し

た
ち
　

フ

ェ
ミ
ン

婦

人
民

主
ク

ーフ
ブ
創

立
6
0周
年

記

念

の
集
い

1
3 時
3
0
分
　

女
性

と
仕
事

の

未

来

館

（
Ｊ
Ｒ

・
田

町

駅
３

分
）
　

映

像
で

綴
る
ふ

ぇ
み

ん

の
6
0
年

講
演
・
＝

ヲ

エ
ミ

冬
の

時
代
」
北
原

み
の
り

、
「
い

の
ち

の
感

受
性
２

０
０
６
・・
・
わ

た
し

の
6
0
年
」
落
合

恵
子
　

前

売
り
１

３
０
０

円

（
当
日
１
５

０
０

円
）
、
中
高
生
１
０

０
０
円

※

交
流
会
　
1
6
時
3
0
分
　

３

０
０
０

円

要
予
約

主
催

…

ふ

ぇ
み

ん

婦
人
民

主
ク
ラ

ブ
｛
Ｊ

0
3
・
３

４

０

２

・
３

２

４

４

◆

お

金

の

セ

ミ

ナ

ー

女

性

の

た

め

の

「

株

さ

が
し

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

」

1
4
時

東

京

Ｙ

Ｗ

Ｃ

Ａ

孚

Ｒ

・

御

茶

ノ

水

駅

５

分

）
　

大

島

和

隆

（

バ

デ

ィ

ー
イ

ン

ベ
ス

ト

メ

ン

ツ

㈱

代

表

取

締

役

）

３

８

０

０

円
　

※

日

経

新

聞

、

会

社

四

季

報

、

情

報

誌

、

電

卓

持

参
　

申

込
み

・・
・
同

所

四
0
3
・

３

２

９

３

・
５

４

２

１

◆

リ

レ

ー

ト

ー

ク

反

戦

集

会

「
自

衛

隊

を

イ

ラ

ク

か

ら

撤

退

さ

せ

よ

う

、

イ

ラ

ン

攻

撃

反

対

」1
8
時
　

渋

谷

勤

労

福

祉

会

館

（

渋

谷

駅
（

チ

公

口
７

分

）

林

克

明

（

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

）
、

松

尾

晴

紀

（

ア

ラ

ビ

ア

語

講

師

）
、
重

信

メ

イ

（

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

）

凵
予

定
　

１

０

０

０

円

主

催
・
＝
実

行

委
　

連

絡
・・
・
四

＆
・隔
0
3

・
３

７

３

９

・

１

３

６

３

月
1
9

日

旦

◆

婦

人

民

主

ク

ラ

ブ

創

立
6
0

周

年

記

念

の

つ

ど

い

1
3 時
3
0
分
　

武

蔵

野

公

会

堂

（

吉

祥

寺

駅
２

分

）
　

上

映
・
・・

婦

人

民

主

ク
ラ

ブ
6
0
年

の

あ

ゆ

み

、

「
母

の

思

い

を

受

け

継

い

マ

：

今

」

佐

々

木

愛

（

劇

団

・

文
化

座
）
　

主
催
・
：
婦

人
民
主

ク
ラ

ブ
（
再
建

）
　
B
0
3・
３

４

７
８

・
２

３
１
７

◆

犯
罪
者
の

社
会

復
帰
と
犯

罪
防

止
の

た
め

に
市
民

は
何
か

で
き

る
の
か

1
4 時
　

明

治
大
学
リ

バ
テ

ィ

タ

ブ
ー
ー
０
９
３

教

室
（
Ｊ

Ｒ

・
御

茶
ノ
水
駅
５

分
）
　

ケ
イ

・

ペ
リ

ー
（
Ｎ

ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
ａ

ｌ
　

Ｃ

Ｕ
Ｒ
Ｅ

会
長
）
、
ペ
ニ

ー

こ
フ
イ

ダ

ー
（
Ａ

Ｆ
Ｓ
Ｃ

・
刑

事
政

策
プ
ロ
ク
ラ

ム

デ
ィ
レ

ク

タ
士
　

１
０
０

０
円

囗
予
定

主

催
＝
・
監
獄
人
権
セ

ン
タ

ー

｛
－
＆
隰
0
3
・
３
２

５
９

・
１
５

５
８

、
ア
ム

ネ
ス
テ

ィ

ー
イ
ン

タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル

日
亠

。
0
3・

３
５
１
８

・
６
７

７
７り

り

恥

刪
2
1
1

售

翔
ぐ

ぐ

◆

朝
鮮

植
民

地
支
配

・
朝
鮮

半
島

分
断
と

私
た
ち

『
ジ
ェ
ン

ダ

ー
の
視

点
か
ら
み

る
日
韓
現

代
史
』

を

編
集
し
て

1
3時
3
0
分
「
総
合

市
民
交
流

セ
ン

タ
ー
５
Ｆ

（
Ｊ
Ｒ

・
高
槻

駅
す

ぐ
）
　

鈴

木
裕

子
（
女
性

史
研

究
者
）
５
０

０
円
　

保
育

有
要

予
約
　

主
壟

・・
高
槻
ジ

ェ

ン

ダ
ー
研

究
ネ

″
ト
ワ

ー
ク
｛
Ｊ

０
７
２

・
６
８

１
・
１
３

７
２

◆
公

開
講

座
「
熟

年
離
婚
と

年
金1

3 時
3
0
分
　

千
代
田

区
麹
町

区
民

館
　

「
熟
年
離

婚
と
変
わ

る
年

金
制
度
に

つ
い
て

」
袖
井

孝
子

（
お
茶
の

水
女

子
大
名
誉

教
授

）
、
「
離
婚

前
後
の

精
神
的

ス
ト
レ

ス
と
そ
の

ケ
ア

に
つ
い

て
吉
川

武
彦
（

精
神

科
医
、
中

部
学

院
大
教
授

）
　

２
０
０

０

円
　

主
催
・
六

ン
ド

ー
イ
ン

ー

（

ン

ド
の
盒

。
0
3・
３
２
６

１

・
１
８
３

５

◆

こ
れ
は
下

流
社

会
へ
の
招

待

状
？
　

か

な
り
ヤ

バ
イ
ー
均

等
法

改
正
法

案

1
3 時
3
0分
　

総
評

会
館
（
地

・
新

御
茶
ノ
水

駅
す
ぐ

）
　

フ

ォ
上

フ
ム
シ
ア

タ
ー

「
こ
こ

が

問
題

均
等
法

’
・
間
接

差
別
早
わ

か
り

講
座
パ

ー
ト
編
」
、
デ
ィ

ベ

ー
ト

均
等
法

改
正
案
－

あ
な
た

は
、

賛
成
？
反

対
？

、
が
ん

ば

れ
／
・
国

会
議

員
　

５
０
０

円

主
催
・
こ
均
等
待

遇
ア

ク
シ
ョ
ン

2
1｛
。
無

窓

・
５

６
８
９

・
２

３
２
０

３

月
2
2

日

溂

一

ぐ

◆

憲
法
の

た
め
に

私
た
ち
は

何
を

す

べ
き
か

～
新

た
な
呼

び

か
け

か
ら
の

ご
あ
い

さ
っ

～

1
8時
3
0分
　

カ
タ

ロ
ク
（

ウ

ス
セ
ミ

ナ

ー
室

（
新

宿
駅
南
口

５
分

）
　

香
山
リ

カ

（
精
神
科

医
）
、
斎
藤
貴
男

（
フ
リ

ー
ジ

ャ

ー
ナ
リ

ス
ト
）
、
高
橋

哲
哉
（
東

大

大

学

院

教

授

）
、
高

良

鉄

美

（

琉

球

大

教

授

）
、
森

永

卓

郎

（

獨

協

大

特

任

教

授

）

ほ

か

５

０

０

円
　

連

絡

・

問

合

せ

・
＝

憲

法

行

脚

の

窓

聡

・

５

５

７

０

・

５

５

０

４

Ｕ

Ｒ

Ｌ

ｈ
t
tｐ

　

　
ｙ
k

ｎ
ｐ

ｏ
ｕ
.

ｉｎ

ｆ
ｏ

３

月
2
3

町

制

一

ぐ

◆

兼

松

性

差

別

是

正

裁

判

控

訴

審

第

１０

回

1 0

時
5
0

分
　

墓

只

高

裁

８

２

４

号

法

廷
　

連

絡

＝
・
是

正

の

会

∃

ｏ
ｒ
i
 ―

 ｆｉ

ｍ

＠

 
tｂ

ｆ
.
t
―
ｃ

ｏ

ｍ
.

３

月
2
4

町

制ぐ

◆

デ

ー

ト

Ｄ

Ｖ

防

止

プ

囗

グ

ラ

ム

ー

フ

ァ

シ

リ

デ

ー

タ

ー

養

成

講

座

９

時

～
1
7

時
　

Ｌ

Ｍ

Ｊ

東

京

研

修

セ

ン

タ

ー

（

文

京

区

本

郷

）
　

デ

ー

ト

Ｄ

Ｖ

の

概

要

・

事

例

・

統

計

、

要

因

（

シ

ャ

ン

タ

ー

、

暴

力

、

感

情

表

現

ほ

か

）

ほ

か
　

４

万

５

０

０

０

円

5
0
人
　

申

込

み

・

問

合

せ

・
・
・

ａ

ｗ

ａ

ｒ

ｅ

ア

ウ

ェ

ア

’
J
0
3
・

３

２

９

２

・

５

５

０

８

◆

公

務

パ

ー

ト

裁

判

・

判

決

1 0

時
　

東

京

地

方

裁

判

所

６

３

６

号

法

廷

（

地

・

霞

ヶ

関

駅

下

車

）
　

※

報

告

集

会

目

３

月

3
0
日

本
1
8

時
3
0

分

（

予

定

）

問

合

せ

・
＝

均

等

待

遇

ア

ク

シ

ョ

ン
2
1
｛

。
＆

呶

㈲

・

５

６

８

９

・

２

３

２

０

恥

別
2
5
1

副

詞ぐ

◆

け

ん

ぽ

う

市

民

フ

ォ

ー

ラ

ム

「

ど

ぅ

考

え

る

『

憲

法

改

正

国

民

投

票

法

案

』
」

1 4

時
　

専

修

大

学

神

田

校

舎

３

０

３

号

教

室
　

簗

瀬

進

（

参

・

憲

法

調

査

会

会

長

代

理

）
、
辻

元

清

美

（

衆

）
、
菅

沼

一

王

将

弁

連

）
　

５

０

０

円
　

問

合

せ

・
・
・
同

フ

ォ

上

フ

ム

｛

一一
0
3
・

３

２

２

１

・

４

６

６

８

高

田

３

月
2
6

日

当ぐ

◆

「

中

高

年

女

性

の

健

康

は

、

こ

の

世

の

宝

－

・
」

～

転

ば

ず

・

老

け

込

ま

ず

・

落

ち

込

ま

ず

～

「

落

ち

込

ま

ず

」

セ

ミ

ナ

1
3時
3
0
分
　

こ
こ

ろ
と
か
ら

だ
の

元

気
プ
ラ

ザ
（

飯
田
橋
駅

東
口
１

分
）
　

姫
野

友
美
（
医

師
）
　

１
０
０

０
円
　

申
込
み

・・
向

所

汝
0
3・
５
２
１
０

・
６

６
９
９
　

関
合
せ
こ
・
高
齢
社
会

を
よ

く

す
る
女
性
の

盒

－
0
3・

３
３

５
６

・
３

５
６
４

言

・

水
・
金
）

３

月
2
7

日

剛

一

ぐ

◆
シ
ン

ポ
ジ
ウ

ム
「
中
東
の

女
性
は
今
」

1
4時
　

明
治
大

学
リ

バ
テ

″

ホ
ー
ル

（

御
茶
ノ

水
駅
５
分
）

中
東
女

性
８

名

が
来
日
　

無

料
　

申
込
み

・
国
際

交
流
基
金

市
民
青

少
年
交
流

課
「
中
東
パ

ネ
ル

ト

ー
ク
」
堡

。
0
3・
５
５

６
２

・
３
５
３

２

廃
墟
か
ら

一
　

圖

時
評
集
で

あ
る
。

対

談
は
高
橋
順
一
　「
戦
争

〈

物

語

〉
の

廃

墟

か

ら
　

髫

髓

影

鯔

高
橋
哲
哉
対
話
・
時
評
集
　
　

大

越
愛
子

「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と

戦
争
責
任
」
、
川
田
順
平

「
責

１
９
９
５
匚
匚
２
０
０
４
　
　

任
不
在
社
会
を
ど
う
変
え
る

本
書
は
、『
靖
国
問
題
』（
ち
　

か
Ｉ

薬
害
エ
イ
ズ
と
戦
争

く
ま
新
書
）
の
著
者
に
よ
る
　

責
任
」
、
鵜
飼
哲
「
和
解
の
政

１
９
９
５

年
以
降
の
対
談
と
　

治
学
」
ノ

ー
マ

ー
フ

。
Ｉ
ル

ド
「
『
女

性
国
際
戦
犯
法
廷
』

が
裁
い
た

も
の
」
、
水
島
朝
穗

「
私
た

ち
は
平
和
主
義
を
捨

て

る

の

か
‘‐
―
‐
『
有

事

法

制
』
に
反

対
す
る
」
、
三
宅
晶

子

「
こ

れ
は
『
国
民
精
神
改

造
運
動
』

だ
卜

霰

育
基
本

法

『
改
正
』

と
『
心
の
イ

ー

ト
』
」
で

、
タ
イ
ト
ル

が
示
す

通
り

、
ど
れ
も
核
心
を
つ
い

た
発

言
が
引
き
出
さ
れ
て

い

る

。ま
た

「
沖
縄
タ
イ
ム
ス

」

等
に

書
か

れ
た
時
評
に
よ
り

天

皇
の

「
聖
断
」
が
も
う
少

し

早
け

れ
ば
、
少
な
く
と
も

沖
縄
戦
、
広
島
・
長
崎
へ
の

原

爆
投
下

は
防
げ
た
こ
と

、

自

衛
隊
は
国
民

を
守
る
の
で

は

な
く
国

家
を
守
る
た

め
に

あ
る
こ
と

な
ど
が
、
根
拠
と

共
に
明
ら

か
に

さ
れ
る
。

国
民
の

意
識
が
ど
の

よ
う

に
し
て
形

成
さ
れ
て
い

く
の

か

も
記

さ
れ
て
い
て

、
い

ま

ぜ
ひ

読
ん
で
お

き
た
い

論
考

で

あ
る
と

、
声
を
大
に
し
て

お

す
す
め
す
る

。
（
陽
）

（
影
書

房
　

定
価
２
８
０
０

円

十
税
）

゜

・
　

・

‐‐‐‐
‐・
　

゜

歎

蠅

｝『

１ １

児
扶
手

減
額
は
あ
ま
り
に
酷
　

鯔
。肖

韋
。。。

率
の
緩
和
求
め
署
名
運
動
ス
タ
ー
ト

大
阪
母
子
寡
婦
福
祉

連
合

会
（
羽
間
美
佐
子
理
事
長

）

は
、
２
０

０
８

年
４
月
か
ら

実
施
の
児
童
扶
養
手
当
の

減

額

措

置

が

迫

っ
て

き
た

た

め
、
母
子
家
庭
の

暮
ら
し
の

実
情
の
調
査
を
行

っ
た

。
こ

の
措
置
は

、
手
当
て

を
受

給

し
て

か
ら
５
年
だ
つ
と

、
半

額
を
超
え
な
い
範
囲
で

減
額

す
る
と
い

う
も
の

。
５

年
た

て

ば
生
活
も
ラ
ク
に
な
る

だ

２
月
2
2日

㈲
に

、
日

本

女
子
体

育
大

学
（

墓

只
都

世
田
谷
区
）
と
の

連
携
協

定
の
調
印
式

を
行
い
ま
し

た

。
会
館

が
他
の

機
関

と

の
連
携

協
定
を
締
結
す
る

健康への意識向上

に関する取り組みもー。

ろ

う
と
い
う
の
が
国
の
言
い

分
だ
が
、
調
査
の
結
果
、
５

年
で

自
立
ど
こ

ろ
か
1
0年
た

っ
て

も
収
入
は
あ
か
っ
て

い

な
い

状
況
が
わ
か
っ
た
。
同

連
合
会
は
、
努
力
し
て

も
母

子
家
庭
は
５

年
で

は
到
底
自

立
で

き
な
い
。
減
額
措
置
は

納
得
で

き
な
い
。
母
子
家
庭

の

命
綱
の
児
童
扶
養
手
当
は

無
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で

あ
る
と
訴
え
、
減
額
率
緩
和

の
は
、
女
子
栄
養
大
学
と

本
年
１

月
卜
］日
に
行

っ
た

も
の
が
初
め
て
で
し
た
の

で

、
今
回
が
２
件
目
と

な

り
ま
す
。

調
印
式
は
、
世
田
谷
区

を
求
め
る
署

名
を
全
国
規
模

で
行

う
こ
と
に

な
っ
た

。

調
査
は
昨

年
６
月

行
っ
た

も
の
（
郵

送
方
式
。
９
５
０

郵

送
、
有

効

回

答

数
３
５

５
）
。母
子
家

庭
に

な
っ
た
平

均
年

数
は
４

・
９

年
。
子
ど

も
の
数
工

・
７

人
。
高
校
生

以
下
の
子
ど

も
を
養
育
す
る

世

帯
３
１
４

世
帯
（
8
8・
５

％

）
。
年

収
は
１
５
０
万

円
未
満

北

烏
山
の
日

本
女
子
体
育

大

学
本
館
で

行
わ
れ
ま
し

た

。
ま
ず
、
永
島
惇
正
（
あ

つ
ま

さ
）
学
長
か
ら
御
挨

拶
が
あ
り

、
「
昨
年
1
0月

に

運
動
と

健
康
に

関
す
る

９
エ
ツ
り

永 島 学 長

、●． 箒 ．’

右神 田 理 事 長 、左

プ
ロ
グ
ラ

ム
を
会
館
で

実

施
し

た
際
に

、
講
師
の
派

遣
な
ど
で

生
ま
れ
た
縁
に

よ

っ
て

今
回
の
連
携
協
定

が
実
現
し

ま
し
た
。
単
科

大

学
と
し
て

女
性
教
育
に

力

を
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ

就
労
以
外
の

収
入
は
児

童

扶
養
手
当
8
7・
３
％

。
養
育

費
を
貰
っ
て

い
る
人
は

わ
ず

か
1
9・
７
％

。
親
な
ど
の

援

助
1
6・
４
％

と

な

っ
て

い

る
。全

体
の
8
3・
工
％

の
母

が

就
労
し
て

お
り

、
非
正

規
が

4
9％

（
常
用
2
6％

）
。

母

子

家

庭

に

な

っ

て

か

ら
、
経
過
年
数
に
よ
る

就
業

率
に
差
は
見
ら
れ
な
い

。
1
0

年
た
っ
て

も
パ

ー
ト
と

言
う

人
が
５
割
を
超
え

、
1
0年
た

っ
て

も
年
収
１
５
０
万
円

未

で

あ
っ
た
の
で

、
会

館
と

密
接
な
協
力
で

き
る
こ

と

を
喜
ん
で

お
り
ま

す
」

と

の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま

し
た
。
次
に

、
神
田

理
事
長
か

ら
は
「
貴
学
の

運
動

と
健

康
に
関
す
る

学
習
支
援
に

つ
い
て

の
取
り

組
み

を
活

●

か
し

、
会
館
の

施
設

を
活

用
し
た

プ
ロ

グ
ラ
ム
の

実

施
や

、
人
々
の

健
康
へ

の

意
識
向
上
に
に
関

す
る
取

組
に
つ
い
て

も
積
極
的
に

行
っ
て

参
り
た
い
と

考
え

て

お
り
ま
す
」

と
の

挨
拶

満
の

世
帯
が
6
4％

も
あ
る

。

養
育
費
は
。
取
り
決
め

を

し
た

世
帯
は
５
割
近
い

が
、

受
け
て

い
る
世
帯
は
1
9・
７

％
に
し

か
す
ぎ
な
い

。
取
り

決
め
を
し
た
世
帯
の
３
分
の

１
し

か
履
行
さ
れ
て

い
な
い

の
が
現
状
だ
。

５

年
過
ぎ
る
と
減
額
さ
れ

る
こ

と
に
つ

い
て

、
知
ら

な

い

人
が
４

割
も
あ
り

、
広

報

が
行
き
届
い
て

い
る
と
は
言

え
な
い
。

児
童
扶
養
手
当
改
悪
の
代

わ
り
と
し
て

「
就
労
支
援
」

が
う
ち
だ
さ
れ
た

が
、
講
習

会
を
受
講
し
た
人
は
１
８
６

人
。
そ
の
う
ち
職
業

が
あ

っ

て

受
け
た
人
工

３
２
人

、
無

職
の
人
が
5
4人
。
受
講
後

、

約
半
数
が
転
職
、
就
職

。
勤

が
あ
り
ま
し
た
。

協
定
書
に
サ
イ
ン

を
済

ま
せ

、
永
島
学
長
と
神
田

理

事

長

が

文

書

を

交

換

し

、
握

手

を

交

わ

し

た

後
、
こ
の
協
定
に
基

づ
く

こ

れ
か
ら
の
取
組
に
つ
い

て

、
１

時
間
ほ
ど
具

体
的

な
話
し
合
い

が
行
わ

れ
ま

し

た
。
（
希
少
予
報

吉

独立 行政 法人

国 立女 性 教育 会 館( ヌ エ ック)

〒355-0292 埼 玉 県 比企 郡

嵐山 町大 字菅 谷728 番 地

啻0493･62･6711  (代)

Ｕ Ｒ Ｌ httｐ  / ｗｗｗ. nwec.jp

E-mai  I webmaster@nw ｅｃ.
 j
ｐ

務
形

態
も
常
用
の
人

が
1
5％

か
ら
1
8％
に

増
加
。
一
定
の

成
果
は
見
ら
れ
た
。

こ
の

調
査
の
結
果
、
児
童

扶
養
手
当
の
５

年
で

減
額
は

母
子

家
庭
の
命
綱
を
切
る
こ

と
に

な
る
と
、
署
名
運
動
に

取
り

組
む
こ

と
に
な
っ
た
。

ス タ ッ フ 募 集 中 ！

アジア女性資料センター

活動理念 に賛同 する人

ア

ジ
ア

女
性
資
料
セ
ン

タ

ー
（
墓

示
・
渋
谷
）
で
は

、

現
在
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
ア

ー
を
募
集
中
。

同
セ
ン

タ
ー
は
、
ジ

ェ
ン

ダ
ー
の
視
点
に
基
づ
弌

人

権
の

確
立
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

と

暴
力

の

根
絶

を

目
指

し

て

、
よ
り
公
平
で

持
続
可
能

な
日

本
社
会
・
地
球
社
会
を

創
る
の
が
、
活
動
理
念
。
こ

れ
に

賛
同
し

、
一
緒
に
活
動

し
て

い
く
ス

タ
ッ
フ
を
求
め

て
い

る
。

「
業
務
内
容
」
英
文
機
関

紙
の
発
行
、
ツ
ア
ー
企
画

・

添

乗
（
年
２

～
３

回
）
、
セ
ミ

ナ

ー
企
画
・
実
行
、
他
団
体

・
ネ

″
ト
ワ

ー
ク
の
会
議
参

加

な
ど
。

「
必
要
な
ス
キ
ル

」
Ｎ
Ｇ

Ｏ

の
活
動
暦
３
年
以
上
。
日

本

国
内

外

の

女

性

運
動

を

し

、
女
性
問
題
に
あ
る
程
度

の

知
識
が
あ
り
、
他
の
人
と

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な

が
ら

、
活
動

、
運
動
か
で
き

る
こ
と

。
ウ
ィ
ン

ド
ウ

ズ
の

コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
使
用
で

き

、
。
英
語
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
で

き
る
こ

と
。

【
労
働
条
件
・
待
遇
】
２

年

ご
と
の

契
約
。
勤
務
時
間

は
1
0
時
～
1
8
時
、
週
　

休
２

日

。
交

通

費

原

則

全

額

支

給

。
雇
用

保
険
あ
り
。
工

力

月
の
試
用

期
間
後
採
用
。

「
応
募
方
法
」
履
歴
書
、

２
通

以

上

の

推

薦

状

添

付

し

、
３

月
1
7日
吻
必
着
。

問
い

合
わ
せ
＝
率

１
５
０

－

０
０
３
１

東
京
都
渋
谷
区

桜
丘
1
4－
1
0－

２
エ
エ
　

ア

ジ
ア

女

性
資

料
セ

ン

タ

ー

宛
。

啻
0
3・
３
７
８
０

・
５

２
４
５

Ｊ

放

送

ウ

ー

マ

ン

賞

磯

山

バ

と

大

原

ご

に

日

本
女

性
放
送
者
懇
談
会

は
２
０
０
５

年
度
の
「
放
送

ウ

ー
マ
ン

賞
」

を
次
の

通
り

決
定
し
た

。

磯
山

晶
さ
ん
（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ

レ

ビ

ー
ド
ラ
マ

プ
ロ
デ
ュ
ー

サ

ー
）
。
「
タ
イ

ガ
ー
＆

ド
ラ

ゴ
ン
」
の
ヒ

″
卜
で

落
語
ブ

ー
ム
再
燃

の
き
っ
か
け
を
つ

く
る

。

大
原

れ
い
子

さ
ん
（
テ
レ

ビ
マ
ン
ユ

ニ
オ
ン

）
。
1
0年
に

わ
た
る

取
材
「
連
続
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
　

五
嶋
龍
の

オ
デ
ッ

セ
イ
」（
フ

ジ
テ
レ

ビ
）
で

、

1
0年
目
の

放
送
を
0
5年
９

月

に

終
え
た

。

「

ふ

る

さ

と

の

食

に

っ

ぽ

ん

の

食

」

３
月
1
8日
、
1
9日

東
京
・
渋
谷
で

今
年
も
「
ふ
る

さ
と
の
食

に

っ
ぽ
ん
の

食
　

全
国
フ

ェ
ス
テ

″
バ
ル
」

が
３

月
1
8

。雌
た
げ
犬到

考

製
垂

開

催

中

▼

『
地
球
大
好
き
　

絵
メ

ー
ル
』

展

３

月
3
1日

匳
ま
で
　
1
0
時

～
1
7
時
　

Λ
Ｇ
Ａ
Ｓ
　

Ｍ

Ａ

Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
　

が
す
資
料
館

▽
　

月
曜
休
館
　

中
学
生
以

下
の

子
ど
も
た
ち
が
「
地
球

・
環

境
」
に
対
す
る
思
い
を

大
賞
の
佐
々
木
英
乃
さ

ん
の
作
品

描
い

た

作

品

計
１

４

１

点

無

料
　

問

合
せ
・
：
同

館

一`
〇

４

２

・
３

４

２

・
↓

７

１

５

３
　

月

▼

「
地
人
会
第
１
０
０

回

公

演
『
流
星
に
捧

げ
る
』

1
0日

匳
～
2
6日

㈲
　

紀
伊

國

屋
サ

ザ
ン

シ
ア

タ
ー
（

新

宿

南

口
）
　

山

田

太

丁

作
、
木

村
光

丁

演
出
、
風

間
杜
夫
、
根
岸
李
衣
、
山
本

學
ほ
か
　

※
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
イ
ト

を
見
て

、
車
椅
子

の

老
人
が
住
む

古
い

屋
敷
に

集
ま

っ
て

き
た

人
々
・
…

あ

る

事
件

を
き
っ
か

け
に
夢
を

実
現
し
よ

う
と

す
る
…
。
５

５
０
０
円

（
全
席
指
定
／
税

込
み
）
、
学
生
チ

ケ
ッ
ト

（
2
5

０
０
円
（
当

‐－

・‐

日

３

０

０

０

円
）
　
　
問
合
せ

…
同
セ
ン

タ

亠

一一
0
6・
６
９
１
０

・
８
６

１
５
企
画

推
進
ク
ル

ー
プ

歳
以
下
）
３
８
０
０
円
　

申
　
　

▼

ピ
カ
ソ
　

５
つ

の
テ
ー

込
み
・

問
合
せ
＝
・
地
入

会

啻
　
マ

0
3・
３
３
５
４

・
１
２
７
９
　
　

１８
日
出
～
９

月
1
7囗
㈲

▼
吉
岡
し

げ
美
と
ビ

。
グ
　
９

時
～
1
7
時
　

氷
上

フ
美
術

な

女
性

た

ち
　

歌

と

語

り

に

の
せ

て
　

生

き

方

桜

色

1
8 時

雨
1
8
時
3
0
分

、
1
9
日

㈲
1
4
時
　

ト

ー
ン

セ

ン

タ

ー

（
地

・
天

満

橋

駅
１

番

出

入

口

か

ら

東

へ
３

５

０

Ｍ

）

吉

岡
し

げ

美

（

音

楽

家

）
、
諸

岡

由
美

子

（
チ

ェ

ロ

）
、
土

井

た

か

子

（
ア

ジ

ア

人

権

基

金

）
、
特

別

出

演
・
・・
吉

武

輝

子

（

評
論

家

）
　

前

売

り

２

５

館
（
神

奈
川

県
箱
根
・
仙
石

原
）
　

初
公

開
の
ピ
カ
ソ

、

ブ
ラ
ッ
ク

、
セ

ザ
ン
ヌ

作
品

1
5点
を

含
む
同

館
所
蔵
の
す

べ
て
の

ピ
カ
ソ

作
品
を
公
開

大
人
１
８
０
０
円

、
シ
ニ

ア
（
6
5
歳
以
上

）
工
６
０
０

円
、
大

高
生
１
３
０
０

円
、

中
小
生
７
０
０
円
　

問
合
せ

＝
・
同
籥

－
０
４
６
０

・
４

・

２
１
工
工


